
	 2 0 2 5 年 5 月 号 	 41

校
こ う

外
が い

学
が く

習
しゅう

の�
ぼうけん

「みんなからこっそりはなれようよ」と	
ラルフが言

い

いました。

「楽
たの

しそう！ やろう！」と笑
え

顔
がお

で言
い

いました。
バスが自

し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

区
く

に着
つ

くと，ニャメドとクワメは一
いっ

緒
しょ

にバスを
おりました。先

せん

生
せい

はみんなに，グループと一
いっ

緒
しょ

にいて，はなれな
いようにと言

い

いました。
ラルフはニャメドに歩

あゆ

みよりました。「あの計
けい

画
かく

，覚
おぼ

えてるよ
ね？」ラルフがささやくと，

ニャメドはうなずきました。でも，ふと考
かんが

えてみました。あれ
野
の

をたんけんするのは楽
たの

しそうですが，きけんでもあるかもし
れません。道

みち

にまよったり，けがをしたりしたらどうしたらよい
のでしょう。

突
とつ

然
ぜん

，ニャメドは，ある声
こえ

が語
かた

りかけてくるのを感
かん

じました。
「クワメと一

いっ

緒
しょ

にいなさい。」
静
しず

かで小
ちい

さな声
こえ

でした。ニャメドは，それがせいれいだと知
し

っ
ていました。

一
いっ

緒
しょ

にたんけんしないと友
とも

達
だち

がおこるのではないかと心
しん

配
ぱい

に
なりました。でも，せいれいがニャメドを守

まも

ろうとしてくださっ
ているのかもしれません。

これはガーナでほんとうにあった話
はなし

です。

ニャメドは弟
おとうと

のクワメと一
いっ

緒
しょ

にバスに向
む

かって走
はし

って行
い

き，
階
かい

段
だん

を上
のぼ

ると，まどのそばにすわりました。ニャメドが外
そと

を見
み

ると，緑
みどり

の木
き

々
ぎ

に太
たい

陽
よう

の光
ひかり

が差
さ

しているのが見
み

えました。
これから，学

がっ

校
こう

の校
こう

外
がい

学
がく

習
しゅう

で自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

区
く

に行
い

くのです。今
き ょ う

日は
ぼうけんの日

ひ

になりそうです！
「ねぇ，ニャメド！」
ニャメドの友

とも

達
だち

のラルフとシエラは向
む

かいの席
せき

にすわりまし
た。

ラルフはニャメドのそでを引
ひ

っぱってささやきました。「公
こう

園
えん

に着
つ

いたら，たんけんに行
い

こうよ！」
「いいね！」シエラは言

い

いました。「わたしたちだけでぼうけん
しましょうよ。」

ラルフはワクワクしてうなずきました。「最
さい

初
しょ

の活
かつ

動
どう

の前
まえ

に
こっそりぬけ出

だ

そう。」
ニャメドは，あれ野

の

で目
め

にするかもしれない色
いろ

々
いろ

なものを想
そう

像
ぞう

しました。高
たか

い木
き

にかっこいい動
どう

物
ぶつ

，そしてたきもあるかも
しれません！

アビー・ラーキンス

ニャメドはラルフに向
む

き直
なお

り，「ごめんね，実
じつ

は弟
おとうと

のところに
いなきゃいけないんだ 」と言

い

いました。「弟
おとうと

の面
めん

倒
どう

を見
み

るせき
にんがあるんだ。」

ラルフはしかめっ面
つら

をしました。
「来

く

るって言
い

ったのに！」
「先

せん

生
せい

が，ここをはなれてはいけないと言
い

ってたよね 」とニャ
メドは言

い

いました。ラルフは溜
ため

息
いき

をついて行
い

ってしまいました。
ニャメドとクワメはほかの生

せい

徒
と

たちとともに先
せん

生
せい

について行
い

きました。まず，ジップラインに乗
の

りました。黄
き

緑
みどり

色
いろ

の木
き

々
ぎ

の
上
うえ

を飛
と

ぶと，風
かぜ

が顔
かお

に当
あ

たります。まるで空
そら

を飛
と

んでいるよう
でした！

次
つぎ

に，保
ほ

護
ご

区
く

のガイドが，そこに生
せい

息
そく

する動
どう

物
ぶつ

について教
おし

えて
くれました。ニャメドとクワメは動

どう

物
ぶつ

を見
み

るのが待
ま

ちき
れませんでした。シマウマやサル，ヘビ，カモシカ，それ
にたくさんの鳥

とり

について学
まな

びました。かっこいい動
どう

物
ぶつ

たち
を見

み

た後
あと

，ロッククライミングや乗
じょう

馬
ば

をしに行
い

きました。そ
の後

あと

，ゲームをしました。
ニャメドは，クワメと一

いっ

緒
しょ

に残
のこ

ってよかったと思
おも

いました。
そうでなければ，楽

たの

しいことをたくさんのがしていたことで
しょう。

バスにもどる時
じ

間
かん

になったとき，ニャメドはラルフとシエラに
会
あ

いました。二
ふた

人
り

は駆
か

けよって来
き

ました。
「あやうく，おこったサルに追

お

いかけられそうになったんだ 」
とラルフがささやきました。少

すこ

しこわがっているようでした。
「けがをしてたかもしれないな。」

シエラはうなずいて言
い

いました。「あなたは来
こ

なくてよかっ
たわ。」

ニャメドは，「そうだったんだ。二
ふた

人
り

が無
ぶ

事
じ

でよかった！」
せいれいがほんとうにぼくを守

まも

ってくださっていたんだ，と
ニャメドは思

おも

いました。ニャメドはクワメの手
て

を取
と

って，一
いっ

緒
しょ

に
バスに乗

の

りこみました。
せいれいがニャメドはクワメを守

まも

り， そのうえ楽
たの

しいぼうけん
ができるように助

たす

けてくださったことに感
かん

謝
しゃ

しました。●
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ス
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／
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ム
・
ケ
ン
デ
ル


